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★事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細。期間限定複数年度事業は全体像を記述）
【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】
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安全・安心に暮らせ
るまちづくりの推進

「こどもまんなか社会」
の構築

産業の共生による市経
済の持続的発展

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

③予算の主な増減の理由

データ取得方法

法令根拠

見込

(開始した背景・
きっかけ・今後の
状況変化・関係
者からの意見や
要望を含む)
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(3)評価の総括（成果向上の余地・事業費削減の余地）

(4)今後の事業の方向性

 4年度

1,143

6,319

6,319

 5年度

796

8,003

8,003

 6年度

1,143

8,363

8,363

 6年度

1,880

8,063

8,063

 7年度

1,143

8,175

8,175

 8年度

1,143

8,175

8,175

 9年度

1,143

8,175

8,175

10年度

1,143

8,175

8,175

(令和 6年度実績と令和 7年度計画) 令 和  7 年  9 月 1 1 日 更 新

文化芸術自主事業・文化協会活動支援事業

   3 教育の健幸 教育委員会事務局 渡辺　良輔

  10 生涯学習の推進 生涯学習課 古閑　尚也

  36 生涯学習団体の育成 生涯学習班 1502

一般  10   5   6    11517
単年度のみ 単年度繰返 18

 6年度で終了  6年度から開始
期間限定複数年度

文化芸術自主事業実行委員会を組織し、年間の事業の企画立案・事業の実施を行なう。平成7年11月に総合センターのオー
プンに伴い、文化会館の活用と文化芸術の振興を目的に自主事業が始まり、実績は十分であるが、ジャンルによって入場率
にばらつきが見られる。

自主事業実行委員会の組織、年３回程度の実行委員会会議の開催、企画・立案、事業の実施、会計監査、事業実績報告書の
作成・検証。　

職員手当、負担金補助及び交付金

6年度事務事業の成果・実績
【目的】市民に芸術文化を鑑賞する機会や参加する場を提供するとともに、芸術文化に対する理解を深め、感性を高めてもらう
【内容】文化芸術自主事業実行委員会への負担金支給および事務局として、年 3回程度の実行委員会議の開催、自主事業の企画を担う。
【実績】文化芸術開催のため実行委員会を組織し企画運営を行った。6月16日に、ふれあいコンサートを開催した。（来場者数は約350人）9月
1日に、夏井いつき句会ライブを開催した。（来場者数は約480人）11月4日に、原野の子ら上映会を開催した。（来場者数は約260人）12月7日
に、合志市の新一年生大集合！を開催した。（来場者数は254人）1月19日に、第12回バンドフェスティバルを開催した。（来場者は約500人）
3月15日、16日に、ヴィーブル子ども劇団公演を開催した。（来場者は初日390人、2日目530人）3月23日に、漫才のDENDOを開催した。（来場
者数は約480人）

7年度計画（次年度に計画している主な内容）
メイン事業（市政20周年記念公演）、ふれあいコンサート、バンドフェス
ティバル、ヴィーブル子ども劇団公演を予定。

人事異動に伴う時間外勤務手当の減

興味を持った人数（入場券購入者数） 人

人

市民の文化意識の高揚を図るために各種補助事業の活用や、地元で活躍する団体を主とした公演など経費負担が少ない事業の実施を図る。主
に公演場所となる文化会館のキャパシティが約600名なので、事業内容の検討もする必要がある。

廃止 縮小 事業のやり方改善 現状維持（従来通りで特に改革改善をしない）


